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tdftA!et tlitt知
一埋文センター職員研修会より一

はくへん

▲西川町お仲間林遺跡の剥片の接

合資料を調べると，石を打ち欠い

て石器を作った手順が良くわかり

ます。実験をとおしてナイフ形石

器を作ってみましょう 。

ひざ し

▲▼膝の上に革を敷き，石材とな
けつがん えん こ

る頁岩をおきます。円弧を描くよ
ふち

うに石材の縁に向か って河原石の

ハンマーを打ち下ろします。 （図

0-0) 

▲石材の縁をハンマーでゴシゴシ

こす ったりして，さらに形を整え
だめん

て打面の準備をします。 （図0)

ナイつ形石器の
できるまで

矢印は打ち欠く方向

嘉

りょうせん

0-0: 稜線づくり

0: 打面準備
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から ナイ フの原形をとります。

r 

r 

はさ

▲両足で石材を挟み，鹿角のノミ

をあて，木のハンマーで力を込め

て振り下ろします。（図0-4&>)

はくへん

▲思わぬことに， 一時に剥片が 2

点も取れてしまいました。

ふち ........ 

▲取れた剥片の縁を細かに鹿角で

リズミカルに打ち欠き，握る部分
つぶ

を潰して成形します。

▲ナイフ形石器の完成です。刃は
えいり つぶ

鋭利ですが握り部分は潰してある

ので手は切れません。

ぎanvil stone 
゜

R
 

R
 

かさかけのいわじゅく

1997年3月5・6日に群馬県 「笠懸野岩宿文
、9ざ お

化費料館」館長の松沢亜生 さんを迎えて，当埋

文センターの戦貝研修をおこないました。

「石器接合脊料を読む」ー製作実験を通して

みたお仲間林辿跡の接合咬料ーという演題で

の講涼と製作実験をお願いしま した。

ナイフを作る実験では，石描作りのテクニッひ,,う

クの一部を披露していただきました。
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ヘ

しょうげき

▲石材に衝撃が走る様子を横から見るため、厚いガラスを使って実験したものです。赤い矢印の位醤へ垂直に打
えんすい ~Iしい

撃を加え ると，「割れ円錐」が綺麗に放射状に広がってガラ スが割れていく 様子が分かります。

打撃① 打撃②

打面

石核 ←l→剥片 （かけら）
断面a-b せきかく

石材（石核）

えんすい

▲割れ円錐

ヘ

▲石割れの原理

割れの発生は基本的に円斜面に沿って広がります。
えんずい

これは割れ円錐 （ヘルツの円錐）と呼ばれています。

計は①の割れ円錐が上と右の写真の状態を表して

いるものです。
だ Ifき は

打撃②は実際に石器を作るときの剥片の剥ぎ方と位

置をあら わしています。

えんすい

上の写真の「割れ円錐」のモデル
こくようせき えんすい

を黒曜石で作った物です。円錐の外

側 をていねいに打ち欠きほじくりだ

した物です。中央部に同心円状の円

錐が綺麗に広がる様子が見られま

す。

［ヘルツ ： ff波 ， ＇1じ磁波などの•秒Ill」の振動数を表す
単位Hz。カナダの物即学者GerhardHer7.bergヘルツペル
グの名に囚む】
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r 

r 

道具の使用例

1 . 木のハンマー
かし

堅い樫の木で作ったものです。鹿角のノミで石材を

打つときに使用します。

2. 石のハンマー
おおわり

卵形の河原石です。石材を求める際の大割などに使

用します。打ち欠き方によ って大きさを選びま す。

3. 鹿角

角先又は棒状に加工した鹿の角です。木のハンマー

で打つ際のノミにしたり｀握って直接ハンマー様に使

って加工したりします。

4. 作業台
こ しか は

木の切り株です。腰掛けにしたり，石を剥ぐ作業台

にしたりします。

5. 支持台
せきじん

石核から石刃を剥ぐ際の支えの台です。

6. 革

小さな物や上の写真にある敷物にしている大きな物

があります。膝にひいたり石材をくるんだり して，剥

片が体に刺さるのを防ぎます。
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平成8年麿遺跡鶉掘調査の概璽と一覧

山形県埋蔵文化財センターでは日本道路公団， 山形県から委託を受け閾辿道路建設や道路改良工事

などに先だって辿跡の発掘調査を実施しました。

本調査は15辿跡，予備調査は高瀬111辿跡（ハイウエーオアシス関連）の1逍跡をおこないました。

調杏而租は159,740平）irnになります。下記にその内容を節単にまとめました。

No. 遺跡名 所在地 調査期日
期間調査面積

調査の原因
：日 ：平方m

1 荒川 2追跡 米沢市塩野塩井
96/ 5 / 8 ,.....,96/ 9 /27 95 12,300 事国道121号道路改良工

2次調査 字荒川下

2 西町田下辿跡
米沢市塩井町塩野

96/ 5 / 8 -96/10/31 118 9,800 ” 字西町LLI下 ヘ
3 木戸下遺跡 遊佐町大字富岡字

96/ 5 / 8 "-'96/ 6 /21 34 1 800 一般国道345号道路改
2次調査 木戸下 ＇ 築工事

4 上高田遺跡 遊佐町大字富岡字
96/5/7-96/9/13 88 2,790 II 

2次調査 上家ノ前

5 沖谷辿跡
戸沢村大字埠谷字

96/ 5 I 7 ......,96/ 7 /18 53 2 080 主要地方道新庄戸沢
鞭打野 ＇ 線道路整備事業

6 植木場一造跡
南陽市大字宮崎字

96/ 9 I 2 "'96/11/29 60 2 700 一般県道南陽川西線
植木場一 ＇ 道路改良工事

7 宮下辿跡
閥畠IIIT大字ー．井宿

96/ 7 I 8 -96/ 9 /13 44 1 500 一般県道楢下高晶線
字宮下 ＇ 局部改良工事

8 北柳1・2辿跡
山形市大字青柳字

96/ 5 / 8 "-'96/ 9 / 6 82 8,500 健康の森整備事業
1じ柳

， 高瀬山造跡（／＼イりIーオ7シ久） 寒河江市大字柴橋 96/11/12,.._,96/12/ 3 16 3 200 最上川ふるさと総合
予備調査 ＇ 公園整備事業

三条迫跡
寒河江市大字寒河 96/ 4 /22"-'96/11/29 147 16,900 束北横断自動車道酒

10 3次調査
江字二条 96/ 1/16,.._,97/ 2 / 5 15 400 田線建設工事 ヘ

（市道部分調査）

11 高瀬山迫跡 (1期） 寒河江市大字寒河
96/ 4 /22-96/11/29 146 8,500 II 

3次調査 江字高瀬山

12 高瀬山追跡 (2期） 寒河江市大字高瀬
96/ 4 /24 "'"'96/ l l/21 139 46,270 II 

3次調査 山字山西

13高瀬山辿跡 （サーピス1リ7)寒河江市大字柴栢 96/ 8 I 1 ,....,96/11 /20 71 10,400 II 

字落衣

14 落衣長者屋敷逍跡 寒河江市大字柴橋
96/ 4 /23-96/ 7 I 9 52 17,700 II 

3次調査 字金谷地

15木ノ沢楯跡
寒河江市大字柴橋

96/ 5 / 8 ,..._,96/ 7 /26 58 4,100 II 

字木ノ沢

16 睦合館跡 西川町大字睦合 96/ 7 / 16-96/11/20 80 10,800 II 

2次調杏
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遺跡の種別 主な時代
文化財認

遺跡の概要
定数 ：箱

集落跡 ・館跡
縄紋 • 奈良 • 平安 ・

55 
標高240m, 米沢市街北部の沖積地に立地．伊達家家紋が

中世 描かれた漆器椀出土．

集落跡 奈良• 平安時代 53 
標商236m, 最上川と鬼面川の間の沖積地に立地.11点も

の円面硯出土．

” 平安～中世 20 標高7m, 庄内高瀬川や月光川等が形成した沖禎地に立地

” 平安時代 86 
標邸8.5m, 庄内高瀬川左岸に立地．河川跡から人面盛描上

器出土．

” 縄紋時代 64 
標高53m, 鮭川右岸の河岸段丘上に立地．縄紋時代後期の

集落跡

集落跡 ・館跡 縄紋 • 古瑣～近世 35 
標証211m, 最上川と上無川の中問の微高地に立地．奈

良 • 平安の集落跡と宮崎館の堀や土塁を検出 ．

集落跡 縄紋時代 80 
標高310m, 屋代川の河岸段丘上に立地．複式炉をもつ縄

紋時代中期末の竪穴住居跡．

” 縄紋～古墳時代 60 
標商106m, 立谷川と高瀬川によって形成された複合扇状

地の先端部に立地．県内では数少ない弥生時代初頭の逍跡．

II 奈良時代 7 標高99-103m, 最上川左岸の段丘と氾濫源に立地．

で
集落跡 ・居館 縄紋～弥生 • 奈良～ 170 標高99m, 最上川左岸の氾濫源高瀬山東側の緩やかな斜

跡 近世 3 面上に立地．地裳痕と古代の集落跡 ・中世の堀跡．

集落跡 ・墳蓋
旧石器 ・ 縄紋• 古

224 
標高112m, 最上川左岸の高瀬山丘陵に立地.8基の方形

墳• 奈良時代 周溝暴と古坦を検出．

狩猟場 ・集落
縄紋 ・奈良～近世 110 

標研IOOm, 扇上川左岸の段丘上に立地．縄紋時代の落し

跡 ・蒻城 穴 ・ 古代の溝と集落 • 中世の墓城．

集落跡 II 28 標商102m, 最上川左岸の段丘と氾濫源に立地する

狩猟場 ・集落
縄紋 • 奈良～中世 15 

標高106m, 最」：：川左岸の河岸段丘に立地区画溝で囲ま

跡 ・墓跡 れた中世の竪穴建物と石組井戸を検出．

集落跡 ・城館
平安時代・中世 35 

標闇190m, 最上川左岸の丘陵，山地に立地．寒河江 ・左

跡 沢を望む大江氏関連の中世楯跡

城館跡 中世 ・近世 14 標商220m, 寒河江川左岸の段丘，山地丘陵部に立地．
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埋文センターのうこき

埋蔵文化財発掘調査報告会

寒河江市内で東北横断自動車道酒田線建設工事に先

立ち平成8年度に発掘調査された遺跡の調査報告会が

おこなわれました。

ホールではスライドを使った各遺跡の報告をおこな

いました。第 1研修室では調査状況や空中写真などの

パネルと出土品の展示がおこなわれました。

主催 ：寒河江市教育委員会

共 催 ：財団法人山形県埋蔵文化財センター

期 日：平成9年2月23日（日）

会 場 ：寒河江市文化センター

参加者 ：約200名

報告

1. 三条追跡 水戸弘美

2. 高瀬山追跡 1期 松田亜紀子

3. 高瀬山遺跡2期 丸山晶子

4. 高瀬山辿跡SA地区伊藤邦弘

5. 落衣長者屋敷遺跡黒坂雅人

6. 木ノ沢楯跡 菅原哲文

ー’ 

匿

' 
信仰関連遺跡調査課程に参加して

胴査研究員 水戸弘美

「わけの分からんものが追跡から出たら，該範にす
.:(ふ(

ればいい ・・・」 この言葉の克服が本課程の目的でし

た。担当の金子裕之先生いわく，「祭祀って何？神さ

まのまつりだけど ・・・ 。ほんとうにまつりなの？ち

よっと調べたら全然違うのに。恐れず，あきらめず，

閻べてみよう。そうしたらまつりの中味もよ～く分か
あな ll

ると思うけど。穴掘り屋（考古学者）のしぶとさでこ
かんたん

のくらい簡単だ ！」と。

平成 9年 1月23日から 2月6日の間，全国で日々わ

けの分からないものと向き合い，語らぬものから柄報

を引き出す仕事をしている35名が，奈良国立文化財研

究所の埋蔵文化財センターに結集しました。

まず研修は，宗教とは何かを正面から考えることか
’ うい かんねん

ら始まりました。身体行為と観念から成る宗教を語る

際に，考古学者は何ができるのか賂理し，具体例の分

析をおこないました。そして，笈蔽 ．地理学からのア

プローチを進め，合理的に信仰関連逍跡を理解するた

めには，どのような手続きが必要か検討しました。総

勢22名の先生方からお話しをうかがい，信仰関連追跡
はあく

研究の現状を把握するとともに，これからの研究の骨

組みが形作られた思いです。

一日の研修終了後の夜は，時問無制限の情報交換会。

ここで全国各地を結ぶ考占学の情報ネッ トワークを作

ることができました。週末は奈良の歴史空問において
ぎ れ い まわ

儀礼の実践とケーススタディの反復（寺社廻りなど）。

奈良滞在の半月の間，頭の中は信仰関連辿跡のことだ
うず ま かんづめ

けが渦巻く缶詰状態でした。今振り返ればこの研修そ

のものが“まつり＂のような毎日でした。
さっそく かどう

山形に戻ってからは，早速梢報ネットワークを稼働

させ，各地の考古学情報の収集をおこなっています。
が1め

最後にわたくしお薦めの奈良を三つ紹介します ！
かすがたいし<・ まんとうろう

一つ目は春日大社の萬燈籠と豆まき， 一つ目は夜の
おおみbじんじゃ

大神神社，そして三つ目は山の辺の道とにゅうめんで

した。

＾ 

・■ 編集 後記 ・.

●日ごろ石器や土器などの出土品を扱ってる我々で

も，そのものが作られた過程と用途に深く踏み込むこ

とは用意でありません。 石器製作実験の研修会では感

嘆の声が上がるたびに，皆が実験考古学の意義をあら

ためて再認識したのではないでしょうか。（郊）
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